
東温市事務事業評価シート　平成28年度実施事業対象
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該当

事業の目的 最終的
全体計画区域を整備することにより、快適な住環境の確
保と公共用水域の水質保全を図ります。

今年度 事業計画区域内の下水道整備を実施します。

活動内容

Ｐ
Ｌ
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課　　名 下水道課 係　　名 建設係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

下水道施設（本管・マンホール・公共ます）の整備を行いま
す。

下水道の役割、下水道工事への協力のお願い、公共ますの
設置等の説明を行います。

成果指標

公的関与

089-964-4417 メールアドレス gesuido@city.toon.ehime.jp

事業期間

（４）公共下水道事業の推進

事業区分

事業の対象 公共下水道使用者、公共用水域 根拠法令 下水道法

総合計画 政策目標 第２章 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ４ 上下水道等の整備

018 1001 事務事業名 公共下水道整備事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

面積整備率
供用開始区域面積/全体計画区域
面積

％
65 66 67 100

65 66

公共下水道普及率
供用開始区域内人口/行政区域内
人口

％
59 62 63 84

61 62

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 公共下水道特別会計 費目名 公共下水道事業

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 80,122 75,748 98,000

地方債 112,423 126,022 210,600

その他特定財源 14,583 11,913 23,180

一般財源 6,291 1,395 0

計(Ａ) 213,419 215,078 331,780

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 2.423 14,591 3.127 18,649 3.127 18,800

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 228,010 233,727 350,580
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一次評価者 建設係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

人口減少や厳しい財政状況により、愛媛県において下水道化基本構想の見直しを行っています。それを受け、本市においても概ね10年での汚
水処理の概成を求められています。

効率性 限られた予算の中で、低コスト整備手法を採用し、コスト縮減に努めています。

改　革
計　画

平成27年度に行った全体計画の見直しにおいて、計画区域を「重点整備区域」と「整備再検討区域」とに区分し、段階的な整備を行っています。
平成33年度には、社会情勢を見据えた全体計画の大幅な見直しを行う予定です。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

快適な生活環境の確保や公共用水域の水質保全の観点から早急な対策が求められていますが、費用対効果、整備に対する時間、
市民の意向を踏まえ、効率的な整備計画とする必要があります。

二次評価者 下水道課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民の生活環境の向上や公共用水域の水質保全に最も重要な事業です。

有効性 平成27年度に全体計画を見直しましたが、計画区域内は最上流部の一部を除き個別処理より公共下水道の方が有利となっています。

達成度 国の交付金の削減により面整備のペースは鈍化していますが、人口密度の高い市街化区域の整備により普及率は向上しています。

必要性


